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町
消
防
団
長

町
消
防
団
長
にに

添
田
孝
利

添
田
孝
利
さ
ん
さ
ん
就
任
就
任

町
消
防
団
長
辞
令
交
付
式

が
４
月
１
日
㈭
、
町
長
室
で
行

わ
れ
、
遠
藤
町
長
か
ら
添
田
孝

利
さ
ん
に
辞
令
書
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。
添
田
さ
ん
の
任
期

は
同
日
か
ら
２
年
間
で
す
。

添
田
さ
ん
は
昭
和
55
年
に

町
消
防
団
に
入
団
、
平
成
４
年

に
第
３
分
団
長
と
な
り
、
平
成

５
年
に
一
度
退
団
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
指
導
力
が
評
価
さ

れ
、
平
成
19
年
に
訓
練
部
長
に

就
任
、
平
成
25
年
か
ら
は
副
団

長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
前
団
長
の
稲
田
幸
吉

さ
ん
は
団
長
と
し
て
２
年
３

か
月
の
間
、
町
の
消
防
活
動
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
49
年

の
入
団
以
来
、
長
い
間
大
変
お

疲
れ
様
で
し
た
。

　

こ
の
度
、
長
い
歴
史
と
伝
統
を

誇
る
鏡
石
町
消
防
団
の
団
長
に
任

命
さ
れ
、
消
防
団
の
任
務
が
重
要

性
を
増
す
中
、
そ
の
職
責
の
重
さ

を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
の
火
災
に
つ
い
て

は
、
件
数
こ
そ
減
少
傾
向
に
あ
る

も
の
の
、
そ
の
内
容
は
大
規
模

化
、
複
雑
多
様
化
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
火
災
だ
け
で
な
く
、

福
島
県
沖
地
震
を
は
じ
め
と
す
る

予
測
不
可
能
な
大
災
害
が
増
加
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
災
害
に

対
応
す
る
た
め
、
日
頃
か
ら
訓
練

と
知
識
の
習
得
に
努
め
、
団
員
が

一
致
団
結
し
て
町
民
の
安
心
安
全

を
守
る
た
め
に
活
動
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
何
卒
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

昭
和
49
年
４
月
に
入
団
し
て
以

来
、
昭
和
60
年
に
第
４
分
団
長
と

な
り
、
昭
和
61
年
に
退
団
後
、
平

成
12
年
に
本
部
員
と
し
て
再
入
団

し
、
訓
練
部
長
、
副
団
長
、
団
長

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
32
年
間
に
渡
っ
て
消
防
団
活

動
を
続
け
て
来
ら
れ
た
の
は
、
団

員
の
皆
様
や
消
防
関
係
の
皆
様
、

町
民
の
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協
力

の
お
陰
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
今
の
消
防
団
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
に

よ
り
年
々
厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
今
後
も
一
町
民
と
し
て
消

防
団
活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
町
消
防
団
の
ご
発
展

と
ご
活
躍
を
祈
念
し
、
退
任
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

就
任
の
あ
い
さ
つ

鏡
石
町
消
防
団
長

添

田

孝

利

退
任
の
あ
い
さ
つ

前
鏡
石
町
消
防
団
長

稲

田

幸

吉
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熱熱いぜ！いぜ！
まちのまちの 要人火 の

ひ よう じん

【第 12回】

仁井田区（再）
角田 辰吉さん

鏡田区（再）
栁沼 一良さん

高久田区（再）
木賊 正男さん

豊郷区（再）
鈴木 恒男さん

鏡石２区（再）
齋藤 一郎さん

鏡石４区（再）
佐藤 節雄さん

旭町区（再）
佐藤 壽惠さん

笠石区（再）
面川 平六さん

久来石区（再）
菊地 一巳さん

さかい区（再）
吉成 秀松さん

鏡石３区（再）
鈴木 勝三さん

成田区（新）
会田 政男さん

鏡石１区（新）
長田 守弘さん

鏡
石
町
区
長
協
議
会
の
区

長
委
嘱
状
交
付
式
・
退
任
区
長

感
謝
状
贈
呈
式
が
４
月
14
日

㈬
、
町
役
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
各
行
政
区
長
の
皆
様
に

は
、
町
と
地
域
の
太
い
パ
イ

プ
役
と
し
て
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

式
で
は
、
遠
藤
町
長
か
ら
今

回
退
任
と
な
っ
た
鏡
石
１
区

の
面
川
信
也
さ
ん
、
成
田
区
の

滝
口
守
英
さ
ん
の
２
名
に
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
続
い
て
令

和
３
年
度
の
区
長
を
代
表
し

て
久
来
石
区
長
の
菊
地
一
巳

区
民
区
民
とと
行
政
行
政
を
つ
な
ぐ

を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役

パ
イ
プ
役

地
域
地
域
のの
行
政
区
長

行
政
区
長
がが
決
定
！

決
定
！

さ
ん
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

式
で
は
、
遠
藤
町
長
が
「
退

任
さ
れ
る
２
名
の
区
長
さ
ん

に
は
、
行
政
各
般
に
渡
り
ま
し

て
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
に
深
く
敬
意

と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
引

き
続
き
、
ま
た
新
た
に
区
長
と

な
ら
れ
た
皆
様
に
は
、
区
民
と

行
政
の
パ
イ
プ
役
、
町
づ
く

り
、
災
害
時
等
を
含
め
た
行
政

事
務
へ
の
支
援
な
ど
に
つ
い

て
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
推

進
協
力
員
な
ど
の
委
嘱
状
も

併
せ
て
交
付
さ
れ
、
区
長
協
議

会
の
役
員
が
次
の
と
お
り
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

会
　
長　
角
田
辰
吉
（
仁
井
田
区
）

副
会
長　
木
賊
正
男
（
高
久
田
区
）

会
　
計　
吉
成
秀
松
（
さ
か
い
区
）

監
　
事　
菊
地
一
巳
（
久
来
石
区
）

　
　
　
　

栁
沼
一
良
（
鏡
田
区
）

任 期

令和３年４月１日～

令和４年３月31日

辞令を受ける添田団長（左）

遠
藤
町
長
か
ら
委
嘱
状
を
受
け
る

菊
地
久
来
石
区
長
（
左
）

関
せき

根
ね

　学
まなぶ

さん (51)

須賀川地方広域消防組合
須賀川消防署　鏡石分署
分署長・消防司令

　４月１日付けで石川消防署から着任しました。警防・

救助を長く経験し、平成 16年の新潟県中越地震、平成

23年４月に発生した東日本大震災の余震などへの対応

にも当たりました。鏡石町への赴任は初めてとなります

が、山もなく、駅も近い、中心に国道も通る大変住みや

すい町だと感じています。しかし、２年前の令和元年東

日本台風による成田地区の水害や、今年２月に発生した

福島県沖を震源とする地震など、鏡石町でも災害による

大きな被害が実際に発生しています。町民の皆様には、

災害はまた来るということを前提に備えをしておくこと

とをお願いしたいと思います。

住宅用火災警報器の設置で被害軽減を
　鏡石町内における住宅用火災警報器の条例適合設置率

（条例で定められた場所に火災警報器が設置されている

割合）は、40.89％と管内でも低い数値となっています。

住宅用火災警報器を設置していた家屋は、設置していな

かった家屋と比較して死者数、焼失床面積が半減、被害

額約４割減という統計結果が出ており、定められた場所

にきちんと設置することで火災発生時の被害を大幅に減

少することができます。高齢者世帯など取り付けが困難

な場合は、消防署による取り付けサービスも行っていま

す。火災による死者を出さず、貴重な財産を守るため、

各ご家庭での設置状況の確認をお願いします。


